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平成１９年度の決算状況

た
も
の
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
合
計
は
実
質

的
な
地
方
交
付
税
と
言
え
ま
す
。

平
成

年
度
に
は
、
三
位
一
体
の
改
革

１６

に
伴
っ
て
、
国
の
予
算
で
実
質
的
な
地
方

交
付
税
が
合
わ
せ
て
約
３
兆
円
削
減
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
地
方
自
治
体
は
甚

大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

は
現
在
も
な
お
地
方
財
政
に
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

登
別
市
の
場
合
は
、
平
成

年
度
の
実

１９

質
的
な
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
約
２
億
９
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
前
の
平
成

年
度
と
の
比
較
で
は
約
８
億
７
千
万
円

１５も
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
歳
入
は
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税

へ
の
依
存
度
が
高
く
、
こ
の
減
額
は
、
今

日
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
至
っ
た
大
き
な

要
因
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
や
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
伸
び
を
見

込
む
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

次
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
４
㌻
【
表
３
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
方
交
付
税
は
、
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
る
税
の
一
定
割
合
を
地
方
に
交
付
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
景
気
の
低

迷
な
ど
で
税
収
が
不
足
し
、
地
方
に
必
要

な
地
方
交
付
税
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

国
が
借
金
を
し
て
地
方
に
交
付
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成

年
度
か
ら
は
、

１３

不
足
分
に
つ
い
て
は
国
と
地
方
が
そ
の
借

金
を
折
半
し
て
対
応
す
る
よ
う
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
方
の
借
金
の
こ

と
を
『
臨
時
財
政
対
策
債
』
（
そ
の
元
利

償
還
金
は
、

％
後
年
度
の
地
方
交
付
税

１００

で
交
付
さ
れ
ま
す
）
と
い
い
ま
す
。
も
と

も
と
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い

【表２】平成１９年度一般会計決算の
歳入内訳（前年度比較）

増 減平成１８年度平成１９年度費 目

５．３億円５１．２億円５６．４億円市 税

△ ２．４億円５２．２億円４９．８億円地方交付税

△ ３．４億円３４．２億円３０．８億円国・道支出金

２．４億円１２．７億円１５．１億円市 債

△ ２．６億円４２．５億円３９．９億円そ の 他

△ ０．７億円１９２．９億円１９２．１億円合 計
※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、
積み上げ額が一致しない個所があります。

【グラフ２】一般会計歳入予算全体に
占める割合

平成１9年度平成１9年度

20.8％20.8％

16.0％16.0％

25.9％25.9％

29.4％29.4％ 26.5％26.5％

27.1％27.1％

17.8％17.8％
6.6％6.6％

22.0％22.0％

7.9％7.9％

平成１8年度平成１8年度

市税市税
地方交付税地方交付税
国・道支出金国・道支出金
市債市債
その他その他

財財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説
①①

【
特
別
会
計
】

特
別
会
計
と
は
、
例
え
ば
給
食
費
で
給

食
の
材
料
費
を
賄
う
よ
う
な
、
特
定
の
歳

入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
（
事
業
）
に
充

て
る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
と
切
り
離
し

て
経
理
（
財
布
を
分
け
る
）
し
て
い
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

煙
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
を

負
担
（
７
割
～
９
割
）
す
る
事
業
の
ほ

か
、
各
種
検
診
の
助
成
や
健
康
づ
く
り

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

市
内
の
小
・
中
学
校
や
保
育
所
に
給

食
を
調
理
・
配
送
し
、
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
栄
養

を
考
え
た
給
食
を
提
供
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

都
市
基
盤
整
備
の
一
貫
で
あ
る
公
共

下
水
道
の
施
設
整
備
と
管
理
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
主
に

１９

登
別
東
町
・
登
別
本
町
の
う
ち
、
約

・
３８

６
㌶
の
区
域
を
整
備
し
、
３
月
末
の
下

水
道
普
及
率
は
約

・
５
％
に
な
り
ま

９０

し
た
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
区
域
外
で

は
、
市
民
の
要
望
に
よ
り
市
が
浄
化
槽

を
設
置
・
維
持
管
理
を
す
る
『
個
別
排

水
処
理
施
設
整
備
事
業
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

煙
老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
者
の
医
療
費
を
負
担
（
７
割
～

９
割
）
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成

年
度
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

２０

度
の
創
設
に
伴
い
、
平
成

年
３
月
診

２０

療
分
ま
で
の
医
療
費
を
負
担
し
て
い
ま

す
。

煙
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

札
内
地
区
な
ど
の
飲
料
・
営
農
用
水

施
設
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

煙
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会

計
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
を
運
営
し
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
観
光
振
興
、
カ
ル
ル
ス
地
区

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

企
業
会
計
と
は
、
市
が
独
立
採
算
制
を

原
則
と
す
る
企
業
的
色
彩
の
強
い
事
業

（
地
下
鉄
、
バ
ス
、
水
道
、
病
院
な
ど
）

を
行
う
場
合
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
会
計
で
す
。

登
別
市
で
は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

煙
水
道
事
業
会
計

安
全
で
良
質
な
水
の
供
給
や
配
水
管

の
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。


